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通知の中には被害者の身分を証明できるものが存在していないため、この通知は無効であると主張
した。しかし、被害者は通知をEMSで送り、封筒には被害者と弁護士の名前と電話番号を書いて
いる。また、掲示板の登録には実名登録を必要としていないにもかかわらず、通知には身分証明証
を必要とするのは、被害者にとって不公平である。裁判所は、上記の理由により、管理者の不適切
な判断により、被害者の損害が拡大したため、責任を負うべきとした。
　一方、日本では通知の内容について、ガイドラインを定めているが、法的に通知と認めるための
要件ではない。また、前述（４.３）のとおり、申立人が提出した資料がガイドラインの定める条
件を満たさないことをもって、プロバイダが送信防止措置を取らなかった場合に免責されるわけで
はない。
５.２ 被害者からの通知の内容、方法についてのプロバイダの定め
　日本のプロバイダ責任制限法名誉毀損・プライバシー関係ガイドラインには、被害者からの申立
てがあったときのプロバイダの対応方法について詳しく規定している。各プロバイダも、このガイ
ドラインをベースにして管理者規定を制定している。前述（４.３）のとおり、権利を侵害された
者の通知に記載すべき事項についてガイドラインで規定している。
　他方、中国の最高人民法院の「インターネットによる人身権益の紛争の解決方法に関する規定」
の第５条により、被害者の通知の内容について定めている。しかし、前述（５.１）のとおり、こ
の規定には細かい部分について定めておらず、またプロバイダの対応について定めていないため、
中国の各プロバイダは独自の判断で管理規定を定めている。このため、名誉権北京百度インターネッ
ト技術有限会社vs劉科良インターネット侵権責任事件のような紛争が発生している。　
　一方、天涯電子掲示板管理規定では、前述のとおり、被害者の通知に含むべき内容を八項目定め
ている。このうち、④によれば、被害者が自分の権利が侵害された情報を削除すると申し出るとき、
書き込まれた情報が管理規定のどの規定に違反しているかを指摘しなければならない。正しく指摘
できない場合は根拠が不足していることを理由としてその苦情要請を受理しない。確かに、このよ
うな厳密な規定により、北京王海VS天涯侵犯名誉権事件の中で、天涯電子掲示板の管理者は正し
く対応できて、責任を問われなかった。一方、この厳しい規定により、利用者が規定をよく理解で
きず、苦情を申し出るとき戸惑う人が非常に多い。筆者がインターネット上で2016年12月18日「天
涯苦情申し出」というキーワードで検索すると、検索結果の７割以上が苦情を申し出る方法につい
ての質問であった。
　しかし、北京百度インターネット科学技術会社VS殷某名誉侵害事件や北京王海VS天涯侵犯名
誉権事件の判決からみると、プロバイダに対し実質的に権利侵害の情况が説明できれば、侵権責任
法第36条を適用して、プロバイダの責任が認められる場合もあると考えられる。
　よって、通知の内容に関する規定では、日本のプロバイダ責任制限法名誉毀損・プライバシー関
係ガイドラインを参考にし、通知内容には氏名、有効な連絡方法、侵害された権利と理由、事実概
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要と書き込みがあったURL、希望する対処措置を規定すれば充分であろう。被害者に、書き込み
がガイドラインの何条を違反しているかを書かせることは、被害者に過度な負担をさせるものであ
ろう。
　そのほか、日本のガイドラインは、申立てがあったときの対応をプロバイダに正しく判断させる
ため、ガイドラインの中に判例を取り上げて説明している。このような説明は、ある程度プロバイ
ダの理解ミスを減少できる。
終わりに
　中国の判例から見ると、被害者からの苦情通知はプロバイダが責任を負うかどうかの重要判断基
準となる。故に、被害者が自分の権利を守るため、プロバイダに苦情を正確に通知することは大事
な要件である。しかし、侵権責任法第36条では、プロバイダの免責条件については規定しているが、
被害者からの通知の内容、方法の詳細について規定していない。故に、Weiboの管理規定と天涯電
子掲示板管理規定を比較すると、苦情申し出の内容が大きく異なっている。その結果、利用者が自
分の権利を守る場合の、通知に必要とする内容をよく理解できず、自分の権利を確実に守ることが
できないということも生じている。被害者の救済に対しての保護規定が不足している問題を解決す
るため、苦情通知に関する細かい規定が必要であると筆者は考えている38。
　これまでみた判例から分析すると、権利侵害の状況が説明できれば、中国では、侵権責任法第36
条が適用され、日本ではプロバイダ責任制限法第３条による免責される場合に該当するかどうかの
判断要素となる。
　よって、適切な通知は利用者が自分の権利を守るため、必要な要件である。被害者に過度な負担
をさせないため、中国は日本のプロバイダ責任制限法名誉毀損・プライバシー関係ガイドラインを
参考にし、合理的かつ有効な通知内容を早期に規定すべきと筆者は考えている。
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